
策定委員会等会議録 

審議会等の名称 第６回甲州市商工業振興計画策定委員会 

開催日時 平成３０年２月２８日（木）１９：００～２０：１０ 

開催場所 甲州市役所本庁舎２階 第１会議室 

公開・部分公開の区分 公開 

出席者 澤伸恭、大久保親雄、林德子、平塚明美、萩原弘基、西海達彦、古屋一彦 

（７人） 

〔敬称略・順不同〕 

事務局 中村産業振興課長、林主査、雨宮主事、渡邉主事 

議題 １ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議事 

   （１）商工業まちづくりセミナーの開催結果について 

   （２）商工業振興計画(案)について 

   （３）その他 

４ 閉会 

内容 

 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議事 

（１）商工業まちづくりセミナ

ーの開催結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次第に基づき以下のとおり進められた。 

 

○事務局（開会の辞） 

○委員長（挨拶を行う。） 

 

○委員長 商工業まちづくりセミナーの開催結果について、事務局より説明を

求める。 

○事務局 甲州市商工業振興計画資料編（案）を用いて説明を行う。 

パブリックコメントを１月１９日から２月９日の期間行い、簿冊の形で本庁舎、

勝沼・大和支所及び各公民館に設置し、市民の方に広く意見を頂戴した。さら

に、より広く市民の方に興味を持っていただき、意見を頂戴することを目的に、

商工業まちづくりセミナーを開催した。具体的な内容については、甲州市商工

業振興計画資料編（案）Ｐ５７からＰ６２〔資料５〕に掲載されている内容の

通りである。 

○委員長 商工業まちづくりセミナーの開催結果についてご意見があれば伺い

たい。 

〇委員 セミナーというと講師の方の一方的な説明となりがちだが、参加者と

講師双方で意見を交わし合い、対話形式で行われたことが良かった。 

〇委員 地域に対する同じ意見を持った方が多かった。 

〇事務局 この地域の特徴である果物、ワインにスポットを当て、裾野を広げ

ていくという意見が多かった。個々に商工業を伸ばしていくことは簡単ではな

いが、まずはにぎわいを求める活動をすることが商工業の振興に繋がると感じ

た。観光のまちづくりや産業のまちづくりという意味合いでまちづくりを捉え

て、多様な取り組みを行っていくことが良いと考える。その中から、様々なビ

ジネスが生まれ、若い人が起業、創業を志せばおもしろいまちになっていくと

感じた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇委員長 商工業振興計画は、市が指針を出し、地域の住民が同じ方向を向く

ことにより大きなパワーとなる。そのためには、地域の方が地域の特徴を誇り

に思っていることが重要である。 

〇事務局 関係人口という話をよく耳にするが、一人一人の住民が外に広く情

報を与えて、友人や仲間、知り合いを含めて、甲州市に来ていただき楽しいこ

とをする。東京に住んでる息子の友人などが足繁く通っていただけるとおもし

ろい。その方たちに甲州市の魅力を伝えることも大切である。２月２４日には、

ワーキングホリデーを行い、２０名ほどに参加していただいた。ぶどうの剪定

体験やどんど焼きのもちを焼いてみたりして、地域を回ってもらい楽しんでい

ただいた。付き合いがある方に声をかけると多数の応募があった。当日は宿泊

し、ワインを飲む方もいた。このように市民の方一人一人が関係人口を増やし

ていくとものすごい関係人口になると感じた。また、以前恵林寺方面を紹介し

た実際に訪れた方から聞いたのは、歩いて話をしているといろいろな方がお世

話をしてくれる。シャインマスカットができるからと言われて苗を買ってみた

り、枯露柿を販売しているところでは枯露柿の歴史などを話してくれて買って

みたりと、ちょっとした会話が楽しいということであった。ちょっとした知り

合いでも誘ってみて少し情報を与えるだけで喜んでもらえる。そういうことを

住民の方が積極的にやっていくとおもしろい。そういうこと取り組みをもうひ

とひねりするとビジネスになるかなと感じる。 

〇委員長 観光をしたときに、「私のまちはダメなんだよね」と言われると本当

にダメに見えてくる。地域の皆さんが自分のまちに誇りを持ち、良いところを

見て活動をすると、良い循環になると思う。ブータンは国民が幸せな国だと思

っている方が多い。そうすると他国の人は行ってみたいと思ったり、幸せを共

有したいという考えを持つようになる。 

〇委員 計画を策定することにより、市民の消費生活の向上に繋がることを願

っている。地域の活性化を考えると、市民である消費者が計画を自ら学ばない

と広がらないと思う。 

〇委員長 商工業振興計画のダイジェスト版があると良い。 

〇事務局 市民の方全員に読んでもらうことは難しい。概要版を作成し、市民

の方の目の届くところに設置することも大事である。いかに興味を持っていた

だくかということ。学生向けのワークショップに参加していただいた市議会議

員の方から３月議会で商工業振興計画に関する一般質問を頂戴し、課長が答弁

をする予定である。市議会議員の方にも興味を持っていただいている。 

〇委員長 甲州市は強みがしっかりしている。他の地域ではあまりない。 

〇委員 ダイジェスト版を広報に折り込むことは可能か。 

〇事務局 対応する。市民の方の目に留まる方法を考えたい。 

〇委員 ワーキングホリデーのお話が出たが、どちらに宿泊するのか。 

〇事務局 上条集落の甲州民家情報館が農泊の施設となったので宿泊していた

だいた。大変喜ばれた。 

〇委員長 ６月から民泊が届け出のみでできるようになる。民泊をやる方は多

いのか。 

〇事務局 ３月１４日に農泊・民泊セミナーを開催する。以前参加した農泊の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）商工業振興計画(案)につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修では、農業体験などのメニューがあればホテルに宿泊したとしても広い意

味での農泊と捉えていることができるので、農業体験や自然体験というコンテ

ンツをいかに整えられるかが勝負であるとのことであった。まずは泊まる場所

よりもコンテンツを増やすべきではないかということをおっしゃっていた。 

〇委員長 メニュー化できるとそれぞれを紹介することが可能になる。 

〇事務局 今はインバウンドの需要が高い。 

〇委員長 外国からのお客様は、昔ながらのところに泊まりたいという思いが

ある。 

〇委員 行政に頼らず市民一人一人の力で良くしていくということが大切だと

思う。 

〇委員長 市民一人一人がというメッセージは良いと思う。是非どこかに入れ

たい。 

 

〇委員長 商工業振興計画(案)について、事務局より説明を求める。 

〇事務局 商工業振興計画(案)、パブリックコメント以降の変更点一覧を用い

て章立てごと説明を行う。 

○委員長 商工業振興計画(案)についてご意見があれば伺いたい。 

(第１章について) 

〇委員長 市長のコメントを入れるのか。 

〇事務局 入れる予定である。その他、策定委員名簿、策定委員会経過、委員

長のコメントを入れることもお願いしたい。 

(第２章について) 

〇事務局 Ｐ７の表の修正を行う。 

(第３章について) 

変更なし 

(第４章について) 

〇委員 Ｐ４８注釈１の農業者を農林・漁業者としてはどうか。 

〇委員 Ｐ５１の(３)経営基盤強化支援の充実②について、中小企業について

の文言を入れてみてはどうか。 

〇委員 Ｐ５２に小規模事業者の定義がわかる表を追加してみてはどうか。 

〇委員 Ｐ５４の②個別相談の充実について、「これまでも専門家に依頼し、個

別相談を実施してきました。」を「商工会が主体となり、個別相談を実施してき

ました。」と記述してほしい。 

〇事務局 ご指摘のあった点については、加筆訂正する。 

(第５章について) 

〇委員 Ｐ５９の計画の管理体制について、図の説明が必要ではないか。 

〇事務局 説明文を加筆する。 

〇委員長 その他ご意見があれば伺いたい。 

〇委員 Ｐ５１(３)経営基盤強化支援の充実について、国の融資制度も充実し

ている。商工会でも斡旋しており、情報を提供するので記載してほしい。 

〇事務局 情報を提供していただいたうえで加筆する。 

〇委員長 注釈の行間が広い。 



 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

４ 閉会 

 

 

〇事務局 体裁を整える。他に修正する点があれば対応するので、３月９日ま

でにご指摘をいただきたい。 

〇委員長 気づいた点があれば、ご意見をいただくので事務局までお願いをし

たい。 

 

〇委員長 その他について、事務局より説明を求める。 

〇事務局 今後の予定として、３月中旬を目処に市長に答申する予定である。 

また、計画の策定後には中間報告をする機会を設けることとする。 

 

○事務局（閉会の辞） 

 

会議資料 １   甲州市商工業振興計画策定委員会第６回委員会次第 

２  甲州市商工業振興計画（案） 

３  甲州市商工業振興計画資料編（案） 

４  パブリックコメント以降の変更点 

問い合わせ先 産業振興課 商工担当 

ＴＥＬ ０５５３－３２－５０９２ 

 


